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は　じ　め　に

フランス語は世相約30カ国において、公用語、準公用語朝地位にあり、国連

をはじめとする多くの国際機閲においても公用語および作業言語の　つである。

現在、世糾こおけるフランス語詰省は約8，000力人と推定される。ヘルキーは

フランス語凶に属する国で、その首都プリこし・ツセルはヨ一口ノバ連合の百桃の

機能も果たしている。しかし、ヘルキーはオランク語間、トイツ語間にも属す

る国であるということを忘れてはならない。オランク言だ、ドイツ語はフランス

語と共にヘルキーの公用語である。ヘルキーのフランス語話者数は約400力人

で総人目の約40％にすぎない。言語F‡′J多数派であるオラノタ語系†i艮（フラマ

ン人）は、日常′【掛こおいてはオランク語九．のフラマン語を用いる。しかし、

地理的およひ歴史的にはオラ／夕語憫1にはしている肖都フリュノセルでは、フ

ランス語が多数派言語とな一）ている。フラマン人の多くは柑狂の才はあるが7
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ランス語を話したり解すことができる。－▲ノ八フランス語系住民であるワロノ

人達はフラマン語を話さない。少数派言語であるフランス語はオランダ語（フ

ラマン語）に対して20†H紀Il噸まで優位的地位を保ってきた。そのため、ヘル

ギーはやがて言語紛争による国家存続の危機に陥るようになる。1831年に、

「不滅の統一」を誓い成立したヘルキー王国は150年後には、音語紛争に上る国

家分裂をさけるため、単一国家から連邦国家への再編成を余儀なくされる。ケ

ルマン語地域とロマンス語地域を分ける、いわゆる「言語境界線」はまさしく、

ヘルキーのデさん車を適っている。

本稿ではヘルキーの言語間題の雁史的背景とヘルキーのフランス語の特徴に

ついて考察していく。

1　ベルギーの言語問題の歴史的背景

11　ベルギーの言語境界線の基礎

現在のヘルキーの紬土はローマ時代にはカリアと呼ばれた地域の一一都をなし

ていた。ヘルキーが史料にはじめて登場するのは、カリア全卜征服の戦いにつ

いて記したカエサルの『カリア戦記』においてである。その巻一に次のように

記されている。

「カリアは全部で　二つに分かれ、その一にはへルカ工人、‾にはアクィ一夕

二一人、一三にはその仲間の言葉でケルタ工人、ローマでカリ一人と呼んでいる

ものが住む。とれも互いに言葉と制度と法律が違う」…

カエサルがへルカ工族をカリアで最も強い部族と認めたように、へルカ工と

はケルト語で「戦十」を意味し「ヘルキー」の語源である。へルカェ族はコー

ル族やアキテーヌ族とは異なった文化を持つケルトの一部族であると思われる。

紀元前6†鞘己頃に現ヘルキ【地かこ到着したケルト人は、移動の過程でケルマ

ン人に接触し、彼らと多くの共通性を持っに土った。カエサルが「へルカ工人

の多くはケルマ一二了より山たもの」と記しているように、へルカエ族の　一邪

は紀丁に前2世紀にヘルキー北部に侵入し、その地に†iみついたゲルマン起源を

持つ人々である。へルカ工人はナビイ族、不ルウィ族、アトゥアトゥキ族、エ
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プロネス族なとの那族に分かれていて、彼らの多くはケルト語の人きな影響を

受けたケルマン語を話していた。

紀元前5作、ローマに屈したベルカエ族は、ローマの支配下におかれるよう

になる0ローマの属蝕となったへルカェ族の紙上はカリア・ヘルギカ（Gallla

RelglCa）と名っけられ、そこにはローマの行政制度が導入され次第にローマ

化される0′㈲咽の最北矧こ位置したカリア・ヘルキカはローマの防裾ことって

とても重要な地域であ←ノた0それというのも、ローマはこの地域でライン川を

挟んでケルマニアと対崎していたからである0カリア・ヘルギかは現在のフラ

ンス北部からオランタの】制こ位mL、スイス西部の一部を含んでおり、第一ケ

ルマニア、第　ケルマニア、第一へルキカ、第二へルキカの州、lに分割された。

3胴己後半頃から、ヘルキー北郡地域には労働力イ＼足を補うため移送されたケ

ルマノ人捕碗たちや、ロ㌧－マ甲の兵隊の数を補充するため徴兵されたケルマン

人が定住していた0彼らは早いうちにローマの言語と文化を受け入れロ【マ化

されたと稚拙Jされる口この時斯、ヘルギー北部においては気候的原田によって

若い、捌壬の巾断がおこっていた白川無人地帯化したこの地域には、フランク

人なとのケルマン人が定苦しはしめたか、L述のケルマノ人移イ上者とは異なり、

彼らは自らの言語・文化を保持し続け、その他の詔・文化に同化しなかった。

フラノク人が定住したのは、その地が後に、プラントルと呼ばれるようになる。

4t睨後1′、ケルマン人たちの度重なる侵入により矧本化したローマ人勢力は、

ヘルギー北都地域をH力で防衛できなくなっった0ローマはこの地方を放棄し

フラノク人に居化の許＝丁を与える代わり、彼らにフォイテラーティ（同盟都

として伸剛ヒ郡を防衛させた。ローマの勢ノJか繭郡に撤退するにつれ、フラン

ク人の勢ノ個は次恥こヘルキー中部地方（現在のフラハノト）までに及ぶはう

になるDヘルギ‾」ヒ部ではもはやラテン語は話されなくなり、ケルマン語が1

製言語になった0一刀、この頃ヘルキ【両部ではすでにローマ化がかなり進ん

でおり、へルカ工人の三・語はラテン語化していた〔）現在のヘルキー言語境界線

の基礎が形成されるのはまさしくこの時代である。すなわち、ヘルキーの」ヒ部

ではケルマン語系のオラノダ語諸方言、そして南部ではカロ・ロマンス語から

分化したり口／語か話されるようになる。
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ヘルキー」ヒ部に定着したフランク人は南都のローマ化したケルト人を

walhaという名で呼んでいた。Walhaはおそらくカリア南東部地域のカリア・

ナルポネンノスに居住ノていたケルト系の一部族のラテン掛乎祢VoIcaeに由

来している。ゲルマン人達がケルト人に対する呼称として用いたWalhaは、

ヵリアが次抑こローマ化するにつれ、ロマンス語を話す人々、すなわちカロー

ロマノ人を表すようになる。現／lのゲルマン詩語にこの名称の派′t一語がいくつ

かある。例えは、トイツ語系スイス人はフランス語系スイス人をdleWelscen

と呼ぶ。また、英語のWalesはケルト人が自らの言葉でカムル（Cymru）と

祢する地域を指すが、これは古英語のWealhにl廿来する。Welscen，Wealh

は共にWalh。の派′t＿語で「和解できない言語を話す」という意味である。

ヘルキー南部地域のロマンス語系住民は、Walhaの派生語Wallon（中世ラ

テン語のWallo）をHらの名称として用いるようになる。

12　低地地方の統一と分裂

476作に。一一マ南下1が滅亡すると、低地地方はフランクl潤に組み込まれる。

カール人絹（742　814）はトイツの北からローマ、ビレーネに至る地域を統一

する。彼の死後市岡の統　一は長く続かず、843作のウェルタン条約によって凸

フランク、東フラノク、ロタリノギアの－＿つに分割される。この分割は言語、

文化の共通性に席つくものではなく、政治的事情によるものであった。そのた

め、フラノドルとアルトワは西フラ／ク（後のフランス）、そしてその他の低

地地ノノはロタリノギアに属するようになった。その後メルセン条約（870年）

に上って、フラントルを除く低地地方南部の大半は射フランク（後の神聖ロー

マ一揃い、l）の領十となった。フラ／トルは絶えずプラ／スの強い影響下におかれ、

ヶルマ／語（オランク語）とロマンス語（フラノス語）がぶつかりあう地域と

なった。この地力では、121明u頃すでにフランス語で文書が作成され、13世紀

末にはフランス語．．ホ者のコミュニティーが存存した。

■r哩末から近世のはじめまで耶小国家犬態にあった低地地方は、15世紀初頭

リエーノユ1教伐を除き、フランス系のフルコ一二ュ公田によって一つにまと

められる。この頃、低地地方においては、ケルマノ語系話者がロマンス語系話
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抑こ比へ、圧倒的多数派であったリブィリノプ吾王は＝4：jO1467）の時代、

低地地方はセーラノトからルクセノフルクに圭る11州に純　された。14191「、

彼は宮廷を7ラ／スのティノヨンからフうハノト公爵価やプリュソセルに移し

た0これはオラン夕日細浦プリュソセルが、そUJ後次制こフランス語化するの

に重要な意味をむっFH畑であったUフルコ一二ュ公山裾佃1・臓や一R僚そし

て上級聖職眉たちはフラノス人で・l－められ、n址での使m．．言吾はプラ／ス語と

なった0この時欄から宮廷n肱、十川綽こちに鮎轡され、地方肯族たちも次第に

フラノス語を話すようになっていく。用、＝流階級ではr倶たちにフランス

人家庭教師をっけ、フランス語を習わせるのか惜拙こなつていた。しかし、フ

ランス語化はこく一部の上流階級に限られており、大多数の住民たちにその，Jtj

響か及ぶことはなか一）たり一般住民は依然としてオラノク語ん．】．は者であり、

封建領‾仁たちは祉民をオランダ語几言）で統治していたr

147叩、ノヤルル■別H公の死後、娘のマリー・卜・フルコ一二ュかハブスフ

ルク家のマクンミリ7／1HLと錮昏し、低地他山はハブスフルク寵の支配卜に

入る0マリーが死ぬと、夫のマクノミリア／はフルコ一二ュ豪を柚続し、佃他

地方はオーストリア・ハ7スフルク郡用＝一となった。マクシミリアンの仁子

7イリソプ実り汁は、婚姻と相続により低地地〟の君1にしてスベイノ卜、そ

してハブスフルク家の推定抑枇人となったr，150叶にフィり′7美男上がなく

なると、、Ll時6歳であったへノト生まれのカールが代地地方を相続した。被は

やがてスペイン十となり、1519佃こは神雪目ローマ刷唱の三】摘となったr－カール

5【廿の榊r卜、へ′レテラント公田細、スノトソユ／什憫袖が併行され低地地方

の統一か完成した0そ叫後、これらの㍍川を低地地〟17州と岬ふようになる。

カール5世は低地地〟17州か不可分で、将来多数の珊瑚パによ1て分割される

ことかないよう、租続に「期する勅令を出した。

カール5日rが1556年に退付すると、ハブスフルク家はオーストリアとスペイ

ンの両家に分かれ、′lJ子のフェリペ21汁が低地地ノノとスペインを朴挽・しした。フェ

リペ㍗世の暴政は低地地力に人きな受難をもたらしたく，ソェリノぺ21Uはそれ

まで認められていた郁市のl辞港破壊しノ、スベイノ里中央集権休制の導入を企

てた0当日寺、北都ではプロテスタ／卜か人きな勢ノJとなり、南舶まカトリノク
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が優勢であった。フェリソペ2世はプロテスタントが支配的であった北部で異

端審問を強化し、」ヒ部のプロテスタントを徹底的に弾圧した。1568年、工クモ

ント、ホールら7しロテスタントのf】▲ノ」諸侯がプリこし・ツセルの人広場で首を切ら

れ、低地地んは恐佃こ包まれた。この処刑をきっかけに、スペインに対抗する

「80年戦争」（1568－1648）が始まった。プロテスタントの北冊＝州はl司盟を結

ひ、スペインとの戦争で一進・遇を繰り返し、1600年頃までにオランク連邦共

和国が成立する。164昨1日「ミュンスター条約」により、スペインとの戦争

に終l「符かうたれ、共和国の独立が承言忍された。一力、カトりソクが支配する

南部諸州は、スペインに忠誠を誓ったため、低地地／小は南北に完全に分裂した○

南都諸州はその後、スペイン領低地地ノJと呼ばれ、北部諸州と区別されるよう

になる。この南北分裂により、その後長期間にわたり、オランク語の統一的発

展の道がl芽Jさされる。オランタでは言語の標準酎化が行われ、文化言語として

の地位を確立するが、ヘルキーでは譜方言のなかで標準語の基礎を形成する権

威言語が存／lせず、散り散りの方呂として残った。ヘルギーのオランタ語万言

は、卜相戦級の言語であるフランス語の多大な影響を受け、プラ／ス語の語緑

を数多く侶用するようになる。「80年戦争」以降、ヘルギ一におけるフラマン

語の地位はさらに弱まり、フランス語がヘルキーの唯一の文化云語、上流階級

の言言吾とみなされた。フラマン人貴族、フルンヨ7シーはますまフランス語化

していき、特に、上流階級の女性達はフラマン語を「遅れた言語」と見下し、

フラノス語を好んで使うようになった。17叩紀を通じて、低地地方南部の全州

でフランス語の地位が緩やかにL界していった。

1713年、スペイン領低地地プノはオーストリア・ハブスフルク家の支配下に組

み込まれたが、オー∵ストリアがフランス語を引き続き「公用語」に採用したた

め、フランス語の支配言語としての地位は揺るがなかった。プリュノセルやア

ントゥエルペンなとの詣抑いこフランス啓蒙思想か†ム捕され、フランスの言語

と文化が絶入な岩響力をもつに弔った。この頃、フリュッセルのモネ劇1妄去（現

／1の千、十歌劇場）でL徹されるのははとんとがフランス語の作品で、発行され

る新聞の人、l′がフランス語版であった。フラントル人の弁護仁フェルローイ

（Verlooy）は1788年に発表LtT’VorhandellngOPd10naCtMoederlykcTaelln
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deNederlanden’■で、7リュ／セルでは「フラマノ語が撫視されているはかり

ではなく蔑まれており、文化教養人ですらまともなフラマン語を話せないでい

る」現状を嘆き、フラマン語の復興を訴えている。L〉J

プリュソセルにおいては、フラマン人上流階級および中流階級の多くはフラ

ンス語とオランタ語方言の二言語話者であった0当時、プリュソセルでは人口

の約15％がフランス語話者であったと推定される0日他方、人多数の下層住民

は依然としてオランク語方言話者であった0彼らは政治、経済、文化、教育な

どあらゆる分野で疎外されており、フランス語化の対象にならなかった。その

ため、彼らにとっては「言語間軋はまだ存在せず、フランス語化に対して大

きな反感を抱くことはなかった。

1789年7月にフランス革命が起こると、ヘルトでも革命の機運が高まりオー

ストリアに対抗する「プラハントで革命」が勃発した01790年1月に、全国議

会（三部会）はアメリカ合衆国の連邦制にならつて「ヘルト合衆囲」そっく

り独立することを宣言したD一方、リェーンユ司教領でもフルンヨアノーを中

心に革命が起こった0この‾一っの革命の勝利は短く、再び旧体制に戻ることに

なる。

1792年4月、オーストリアに宣戦を布告したフランスは179咋戦争に勝利し、

1795年10月、旧オーストリア領低地地方とリェ一一二ノユ司教領なとをフランスに

併合する07ラ／スは行政、法廷、数百なとの分野でオランク語の使用を禁じ、

フランスス語の普及のために、汽カントンに一一つの小学校、そして各県に一つ

の中学校右投吊した0これらの学校で教育を受けるのは下椚住民の√弟ではな

く、上流階級やフルンヨアン㌧【の子弟に－限られていた0180師には、道路名を

示す標識をフランス語で記すという法令が出され、1810年以降、ヘルギーのフ

ランス化を強ノノに押し進めるため、フラマン人貴族の娘たちとフランス人の将

校、役人たちとの結肺を奨励し、エリート層の順をフランスの学校で学ばせ

る政策を採った0このようなフランス語剛ヒ政策は、ヘルギーにこっの異なる

結果をもたらせた。卜流階級はより一層フランス語化されていき、中流階級は

自らの祉会的封進を攫嗣一るためフランス語化を受け入れた。しかし、大多数

の下屑住民にはフランス語化が及ばず、彼らはむしろ反フランス語感情を抱く

－65－



ヘルキーにおける言語間遇の歴史的背景とヘルギーのフランス語の特徴（令）

ようになった。

1815年6月、ナポレオン印がワーテルローでの戦いで敗北した後、ウィ‾／

会議での決定に従いIUオーストリア領低地地方、リエーシュロJ教領およびオラ

ンクを一つにまとめたオランク王国が誕生した。後にへルキー領1二となる地域

はケルマ／言吾圏のフラマン地域とロマンス語国のワロン地域によって構成され

ていた。この新しい王国においては、オランク語がフランス語に対して使用人

∩的には著しく優勢であったが、フラマン地域の上流階級の人々はオランク語

ではなくフランス語を好んで使っていた。また、宗教に関してはオラ／夕はプ

ロテスタントであったが、旧オーストリア領低地地力はカト1」ソクであったU

岡上ウィレムーt廿はオランク語を王国の公用語に定めるが、教育、司法、子］

政なとにおいてフランス語が排除されることはなかった。ウィレム一世をはじ

めとする土一族はフランス語誌名であり、フランス語が「流階級の言語であっ

たため、実質的にはフランス語の地位が脅かされることはなかった0

1819年9月15日の法令はフランス語をワロン地域における公用語と定め、7

ラマ／地域においては、オランク語を唯一の公用語と認め、1822年からはオラ

ンク語がワロン地域を除く土国執こおいて公用語となった。フリュソセルをは

じめとするIU低地地力のh流階級は聖職者達（人多数がフラノス語系）やフル

ノヨアソ一、官吏、フランス語系に「口川こしたフラマン人なとのフランス語話者

で構成されていた。プラ／ス語系プルンヨアノーは啓蒙思想の臣響を受け、ウィ

レム一世の中央集樅的政湘こj又感を抱いており、保守的聖職者達は国子の反力

トリノク的姿勢に不満を持っていた。彼らにとってオランダ語は「文化的に遅

れた［語」であり、プロテスタンティスムの布教に用いられる「反力トリノク

古語」であ一）た。そのため、思想理念が異なるにもかかわらず、フラノス語系

リベラル派と保守的聖職者は反オランタに関して利害が一致し、hいに手を結

んでウィレム一世に反旗を翻すようになる。

1．3　単一国家から連邦国家へ

13．1　ベルギーの独立

1830年にフランスで起きた「7ノ1革命」は、瞬く†用にプラントレン地域と7
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ヘルギ‾における［語昭J題の脛史的帯磁とヘルキーのフランス語の特徴（金）

ロン地域の社会運鍬二郎轡を及はした口rU国雄月2511、プリュソセルのモネ劇

場でスペイン人のJl制に別して、十ら卜がったナポリ人を題材にした、オペラ

『ポルティナの＝坤利けない女』が⊥漬された後、反政府テモか自然発隼的に

起きた0この出来事をきっかけに各地で反乱が繰り返された。）、▲1抑まプリュッ

セルにオランク‘申を派遣す一るが、反乱を抑えることができず撤退を余儀なくさ

れる。

1川4日、反オラ／夕逓伽枕頭に立ったフリュッセルのと流階級は暫定政

肘を樹たし、フラマ／地域とワロン地域をオラノダから分離させ新たに独立国

家を形成することを定言した。11月3日、人口の1％にも満たない約3ノノ人の

有権者によって国民議会が選州された01日」4日、ロントン会誌において、オー

ストリア、フラノス、イギリス、プロノア、ロソアなと周辺5人因はプラント

レン地域とワロン地域がオランクから分離独立することを承認した。匹眠議会

は183件2月711、ヘルキー国違法をuJ決した。6日4日に国民議会において

国上に選出されたトイノ出身のザクセン・コープル・コーク公は、ln件7ノ21

日、憲法への忠誠を誓約し、レオボルト　叩（在柏183165）の名でヘルキー

初代同日こ即侍した。

新／lヘルキーは、ワロ／地域とフラマン地域という異なった二つの言語・文

化共r‖J体からなる叩一国家として汁慄した口独立をき←）かけに、それまで凡作

してきたワロノ人とフラマン人が、云語間題を巡り敵対するようになる。

国民議会を選出した〃樅帯数の人多数は、フランス語系の昔族およびフルン′ヨ

アジ‾であったr）そのため、フラマン語が排除されフラ／ス語か新生へルギー

の昭一の公用語と定められた。このような．i云子†不平等政策は、遠からずフラマ

ン人達の民族意識を儀戯さ七、ワロン人とフラマン人の対立を′lみ、同家練▲

が絶えず不安定をtJlき起こす安岡となった。J語問題に端を発する二つの民族

コミュニティ‾の対J関係は、1事者達に上ってつくられたのではなく、フリュッ

セルの小央政府を支配するl流階級によ一）てもたらされた。何故なら、大多数

のワロン人血よれ桁占資格を持っていなかったのであるから。建国当初のへル

ギ‾の言語状況をみればこのことが上く分かる。首都プリュソセルはかりでは

く、フラマノ地域のへント、ブリュノへ、アントウェルペンなとにおいても、
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ヘルギ一における言語問題の雁史的背張とヘルキーのプラ／ス語の特徴（金）

上流階級の言語はフランス語であった。したがって、ヘルキーの政界、教会、

教育、企業なとの1要な役職は、フランス語話者によって占められていた。一

方、ワロノ地域ではオランク統治時代にすでにフランス語がこの地域の公用語

であったため、リエー一二／ユなとの都巾邦ではフランス語を話す社会層が早くか

ら存／1した。しかし、農村地帯ではほとんとの人がフランス言古を解さず、ワロ

ン〟「与、ビカルティー方言、ナミュール方言なとが支配的であった。大多数の

ワロン人にとって、フランス語は付語ではなく－一種の「外国語」にすきなかっ

た。また、7ラマノ地域の大多数の人々はオランク語講方言を他用していた。

言語の標準化をいち？く推進したオランダとは異なり、フラマン地域において

は．1▲語の標準言出ヒが寺Jわれず、フラマン万言、リンフル7ノノ昌、フラハンソン

方言なとが話されていた。つまり、この畔期、フランス語を話すことは、その

話者が1離十会階級を示すものであり、民族を表していなかった。

独立運動を指印したフランス語系上流階級は、国家的統一一を促進するために

は古語の統一を損も緊要な課題と見なし、フランス語を岬一一の公用語と定めた。

独、㌔針山こおいては「他用言語の日111」が認められていたが、それは個人レヘ

ルでに限定されていた。上流階級は「遅れた言語」であるフラマン語に対する

蔑視を朗わにし、フラマン人をフランス語に†言付ヒさせる言語政策を採った。フ

ラマン地域では7ラマノ語による初等教育が実施されたが、申・高で教育はプ

ラ／ス語でしか子了われなかった。、lう時、ヘルキーの主要荏業はワロン地域に集

・llしており、フラマン地域は貧しい農村地環であった。このような、社会的状

抄出こおいて、フラマン語はH凶と社会的劣等の象徴となり、フランス語を話す

ことか社会的昇進の必娼粂川となった。そのため、lい流階級に属するフラマン

人達は、社会的打越を∪指し、次御こ上流階級に倣ってフランス語を学ほうと

した。ワロン地域においても、フラノス語の拡張が急速に進み20【1摘己切掛こは

ワロン語一言語横川人口が著しく減少し、はとんとがワロノ語とフランス語の

二言語誌名になっていた。

13　2　言語紛争の顕在化

中央政府のフランス語化政韻に発議をr」冒え、打出された7ラマノ語の純化と
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ヘルキーにおける　語問題の聡史仰最とヘルキ㌧1刀フラ／ス削）特徴（制

御の先師こたっのはロマノl義蛸n陸地必ナた文朋、文献学者、民俗学

者なとのフラマン知識人である〔）彼らは「ブラームス運射′～αCmSe月蝕即g」

という考えを／fみ出した0へントリノク・コ／ノ／ヤ／スは、フラマン人がフラ

ンス勒こ勝利した13∩狩のr踊…の削、－」を描いた『プラントルの獅†』

（加エビだ〟…αmmmde′、em，1838）を∫に日比、フラマン人の民族意識を高揚

させた0また、文献学晋のヤノ・フラノス・ウィレムスはフラマン語とフラン

ス語の言語的平等をト張しノた。「フラームス運鋸に触発され1840和こは、フ

ラマノ人町隠初のJ譜的要求が公然と捉起された0それはフラマン地域での行

政業務をフラマン・丁吾でiJうということであったnl別け隼には、彼らは、フラマ

ン地域のすへての申・・計等学校でオランク語教育を実施することを要求した。

18糾、彼らは「我々の権利と　緒のベルキ【、もしくはベルギーが無くても

我々の権利」というスローカノをうち出す。この時l別から、フラマン人達は、

フラマン地域においてはオランクかフラノス詔の川用ではなく、オラノダ語

一言語主義を粟求するようになる0187刑、ヘルキーで最初の．「謝こ関する法

律が同民議会で＝J決されたr）それはフラマン地域〕法廷でオランク語の使用を

認めるというものである0187抑、すへての行酬パ∫■、r」、令をフランス語とオ

ラノタの両言語で酬することを規定する法律カ、制定され、188糾二は、中等

教科二おいてオラノダ‖吾の他用が認められた01鵬9隼の普通選挙法の成立は、

「フラームス運軌が政治的力をfh運動へと転換するのに重要な′正義をもつ

出来事であった01894叫0月の脚でフラマ／人たちは、日射こちの言語文化

的権利を慮ノノに舶銅る代夫を同上（議会に凰■jLたしJ18f）8竹こは、いわゆる

「言語平等法」が制定され、オラン夕日吾はフランス語とならぶヘルキーの公用

語となった。しかし、この「rl語平等法」はワリン人およびフランス酬化した

L流階級のフラマノ人の抵抗にあい、長い期潤し喜一糾明にしか一、J→られなかった。

したがって、フラノス湘）美質的優付烏変わらなか1たか、ヘルキーにおける

二言語1義の規則がはじめて法的に承認されたと「うえる。一言語　義の導入以

軋「フラームス運動」に対抗する「りロノ運動」pmouuememは。0mが起

こる口この運動はlにワロン地域ではなく、一に首都フリュノセルで繰り瓜プ

られた0行政機触二は升狛こ多くのワロン出身の∩僚たちかいた。彼らは二言
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ヘルキーにおける言語間題の歴史的背上】1とへルキーのフランス語の特徴（金）

語主義導入に伴い、白らの特権的地位が別、されることを恐れたD「ワロン運

動」を主導し、フラマン語の公用語化に反対する運動を繰り広げたのはまさし

く彼らであった。大多数のワロン人たちは言語綿隼に大きな利害関係を持たず、

1初この運動にはとんと関心を示さなかった0ワロノでこの運動が一般人衆の

支持をて・主るのは、カリスマ的指導者である社会党選出＝二院議員、シュール●テ

ストレJ〟kSβeぷけとが政清舞和こ登場してからである。彼によ一つて「ワロ／

運動」はこく少数の特権階級の運動から大衆的運動への転換期を迎えるように

なる。「フラームス運動」と「ワロン運動」は次第にそれぞれの地1或の独立を

臼指すようになる。まさしくそのような眺況において、ヘルキーの連邦化がテ

ストレによってはじめて公然と提起され、政治問題化されるようになるn1912

年、テストレは、雑誌『ヘルキー評論』月euuedeβeJg乙queに段稿した汽缶な

「一因主宛の手紙」の小で次のように述へているolあなたは一一つの臣民を統治し

ておられます。ヘルキーにはワロン人とプラントレン人がおり、ヘルキー人は

いません」r〉磯は＝］由で独立した∴つの臣民の連合からなる　つのヘルキ‾l

une月2輌ue伽乙edp～∫“mェ0ndedpu叩叩Jesm卸en血相とSを国上に進云し

手紙をしめくくった。

青i　次大戦中、ヘルキーを占領したトイツ軍の庇護卜、「フラームス運臥」

はフラマ／地戒のフラマン語化を強力に押し進めた。1916年にヘント人草かフ

ラマン語化され、1917年3月にはヘルキーは行政的にワロン地域とフラントレ

ン地域に分離された｛〕1921年、ヘルキー政肘は北部のフラマン語地域、南部の

フランス語地域、プリュソセル＿言語地域なと　つの言語地域を設定するu L

かし、この時の言語地域の設定は、フランス語優位を保持する牲格が著しく、

－火してフラマン人たちを補足させるものではなかった。

」ヒ部のフラマン譜地域では、少数派であるのフランス語系住民の言語的樅利

が認められた。その　ノJ、南都のフランス語地域は数多くのフラマ／人を抱え

ていたにもかかわらず、彼らの言語的惟利は認められなかった。さらに、フリュソ

セルは歴史的にフラマ／地域に崩し、イ1民の大＼仁がフラマ／語詰石であったが、

．1治併川地域となった。フラマノ人達は、一地域一言語主義の原則をフラマ

ン地域において完全に実施することをもとめた。19ニi2ムー7月14ll、汽地域住民
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ヘルギ一における言語問題の歴史的蕾瀬とヘルギーのフランス語の特徴（金）

の言語使用にl期する調査（1930勺二実施）に底っきオランク語がフラマン地域の

公用語、フラノス語かワロン地域の公用語と浸、的に制定される。つまり、一地

域一言語の剛困ム的根拠に基っき実施されるようになった。さらに、193輝

には司法、193師には軍隊に関して、一地域一言け注射こ祐一〕く言語法が制定

された0ただし、言語境界線地域および∴語少数派か人11のこう0％以上を占める

巨胎体においては　言語ユ義を原則とした。

7リュソセルは一・1浴地域であったが、フランス．，た系人【1の増加に比例しオ

ランダ語系住民人1Iの割合力減少し、オラノダ言吾の適什用はいっこうに強まら

なかった口そればかりか、地域言語使川が任意規定にととまったため、7ラマ

ノ地域においてもフランス詳仰催細■よは変わらなかった。

1．3．4　連邦国家の誕生

196昨代に入ると、ヘルキーでは言語紛やが以前にまして大きな政治問題と

なった0言語間掛こ凶人ける甘家分裂を恒I避するため、ヘルギ【は単一同家か

ら連邦国家への国家再編を模索するようになる。

第二次大戦前に制定された様々な言語法を徹底的に実施し、フラマノ地域と

ワロン地域、7リュノセル地域とフラマン地域の言語境界線を最終的に確定す

ることが重要課題となった（）このロ捌、トイツと隣接する東部州（ワロノ地域）

に酎住するトイツ語言占古のため、トイツ語をベルギーの　つHの公用語とする

ことが決定された。19畔ト111日川に制定され、翌咋9JH Rから実施された

言語境押掛こ関する∴云7号′」、により、オランク。た地域、フランス語地域、フリュソ

セルー長講地域、ドイツ語地域なと恒〕のri語地域か推定した。言語境界線確

定のために行われた言語調査に底つき、24のコミューンがワロン地或からフラ

マン地域に再編成され、25のコミュー／かフラマン地域からワロン地J戒に組み

入れられた。また、．i語少数派か人【1の30％を越える境界線地域のコミューノ

では、こ語少数派に「特別保護情間」（1e－、egllmellll即lStlqueSpeClal）が適

用されたDしかし、この言語法の実施過程では様々な問題が′トした。Lj語境界

線の連続件を保つためフランス目先系住民が3分の2を．㌧めるフ一口／ダ。Ur。和

がオランク語地域に組み入れられたりオランダ割き地域へのフラ／ス語系住民
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ヘルギ一における言語問題の歴史的背景とヘルキーのフランス喜害の特徴（金）

の流人を防く、ため、フリコ．ツセル近郊のオラ／夕語地域では「特別保護措置」

の条件が厳格に定められた。

オラノタ語地域にあるルーヴァン・カトリノク大学では、それまで認められ

ていたフランス語による講義・研究が一地域　一言語も義を根拠に禁目された。

これをきっかけに、1965～68年の「ルーウァン・カトリック大学問題」が起こ

り、フランス語部門はワロン地域のオソチ一二市に分離移転しフランス語のルー

ゲァン大学を開校した。さらに、政党、労働組合なとも言語に底っき再編され

るようになり、ヘルキーは単一一国家から連邦国家への道を確実に進んでいった。

連邦国家への移行過程において、フラマン人達とワロン人達が、連邦性に関

してていに異なる概念を抱いていたことが明らかになる。前者がブリュッセル

のオランク語系住民を含むすへてのオランク語系住民の完全なる言語・文化的

l上†治の確立を目指したのに対し、後者はプリュソセルのフランス語誌名との文

化的っなかりを戯めつつ、経済的に衰退していたワロン地域において独白の社会

経済政策を遂行するのに重点を置いた。このような両共同体の異なる要求を最

大【掛こ満たすために、1970年から1993年の問に4回にわたる憲法改正が行われ

た。その結果、1993年4月に上下両院において連邦化に関する35項臼の憲法改

正案が可決され、翌年、言語・文化的同一性に基つく「共同体Comm≠WM拍」

と独立した経済的単位を構成する「地域月館0山が並立的に存／1三する連邦国

家が誕ヰした。

1977坪に、プリュッセル首都地域、フラマン地域、ワロン地域に自治機が与

えられ、ヘルキーは一つの行政府に分割された。この分割は1980年の‘蔚去改正

によって承認され、ヘルキーは単一国家から連邦国家となった。この国の政治

制度は他のヨ一口ソパ諸国に比べ複椎で、－二つのレヘルの糎限主体から成って

いる。つまり、一つの11治地域、言語の同一性に基つく三つの共同体、四つの

言語地域である。それぞれの地域と共同体は口らの議会を持っが、フラマン地

域とフラマン共同体はそれぞれの議会及び政府が統合されている。

1．へルギー連邦政府と両院議会、2　ワロン地域政府と議会、3．フラン

ス語共同体政府と議会、4　フラマン地域及びフラマン共同体政府と議会、5

トイツ語言占者共同体政府と議会
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ヘルギ一における言語間題の歴史的背黒とヘルキ【のフランス語の特徴（金）

二っの日清地域

ヘルギーの連邦を構成する　一つの自治地域（laReglOn）とは、フラマン地

軋ワロノ地域、首都ブリュ′セル地域である07ラー7ノ地域はヘルト北都

に位置しており、幽プラントレ／県、東フラントレノリ■主、アントウェルペン県、

リンフルフ県、プラントレン・プラハ／卜県なとり〕オラノク謝出城を包打して

いる0この地域にはヘルキー総人■－の576％にあたる約59挿入が居住ノてい

る。

ワロノ地域はヘルキーの南部に小用■し、ヘルキーの総面甘1の榔5％を占めて

おり、総人Ilの約324％をlhめる約330ノノ人かこの地域に同日している。この

地域はェノー軋ワロ二一・7ラハノ川H、ナミュ【ルリ．1、リェーノユ軋りエ

クサンフ【ル県なと五つの県で如揖れている。リエー／ユ県にはノしっのコミュー

／から成るトイツ占爛地域がある0ワロン地域のけ都はナミュールである。

首都プリュノセル地域には、ヘルキー絶入r一の約93％の96ノブ人が刷昭一して

いる07リュソセルは連邦政府の首都であると同時にフラマン地域、フランス

語共同体そしてヨ一口ノバ連合の苫都である。7リュソセルはプラントレン．

プラノハント県に囲まれており、地理的にも歴史的にもフラマ／地域に位置し

ており人［1のはとんとかフラマン人であるo Lかし、首都人口の約70％がプラ

／ス語話者でありオランク語系日民は約10％に過さない0残りの約20％を構成

するのは外国人労働者やプリュソセル駐約一る外国人同際公務員であるが、彼

らのはとんとか母語（もしくは仕事の言語である英語）以外の言語としてオラ

ンタ語ではなくフランス語を選択している。

三つの共同体

197叶の憲法で言語と文化のl司一帖こ購っく、つク〕「文化共脚本」、つま

りオラノタ語共同仇フランス語Ⅲ・Hhトイソ訂棋l司体がっくられた。しか

し、198岬の憲法改正によって、つの「文化共同体lの名称は、「フラマン

共ru］体」deVrJααmJ（JGe′meenSC極りα花月p′gJP、「フランス語購J休」gα

Com汀7U花αuf亘ノm叩エバP de／jeJ糾〟e、lトイノ語講書の共后日本」（fLP

peuとgCゐsprαC柚だCemcェ柁Srゐ〔漬βp擁乃書と変更された。これらの名称変更

1■■L



ヘルキーにおける．二右問題の雁史的背景とヘルギーのフランス語の特徴（釦

には各共同体が抱く共同体に関する概念の違いとそれぞれの共同体が背負って

きた歴史的背景が色猥く反映されている。当初、フランス語共同体は～α

C。mmUmα“ほdesFrαnCOpん0meS「フランス語話者共同体」を提案するが、

「釣ⅥmCOp加nPS」という語が賢兄フランス語話者を指すのではなく、それ以外

の・要素が含む恐れがあるという理由でプラントレン人達によって拒否された0

7ラマノ人と妥協しフランス語共I司体が採用したのはJαCommunαul白

極甲乙ぶedeβp′gェqueであるが、この名称は形容詞「franGalSelか「フラン

スの」と解釈されるため「フラノスの共同体」という印象をあたえる恐れがあ

る。一方、オラノタ語J畑i」体が新たに採川した名称にも、この共同体が歴史的

に抱える複雑なJ語および文化的アイデンティティH遇が反映されているr－フ

ラマノ人達の言語であるフラマン語はオランク語の一万言であり、ヘルキーの

公用語としては行イ1しない。そのため、「‾フラマノ語共同体」という名称を用

いることができなかった。しかし、オランクとは異なった独ドⅠの文化を築きあ

けてきたフラマン人達は、オう／夕と混同される恐れのある「オランク講話帯

共IuH机とするのを望まなかった。彼らは言語ではなく民族を表す名称である

「フラマノ八同体」を選択することにより、民族主義的性格を駈けした。また、

ヮロン地域に居住するドイツ語話者連は、他の　一つの共同体と同様のカテコリ‾

を自らの共†司体で．称に用いると「トイツの共同体」という印象を与える恐れが

あるため、「トイツ語話者共「副本」という名称を採用した。このことにより、

彼らかヘルキーを構成する一共同体であるということを卿勘こした。L

これらの共同体のうち、「フランス語共同体」αCommumαu拍〝α几αSeは

ヮロノ地域とプリュノセルのフランス語話者ksFrαnCOp OmeSで構成される。

7リュソセルのフラノス語話者の多くは本来、フランス。吾系にr‖川こしたフラマ

ン人である。「フラマン共同体」は7ラマノ地域と7リュソセルのオランタ語

射す民で構成される。トイツ語共同体はワロン地域のリエー／ユ県に属する9

っのコミニし．一一／に属住する約7，000人のトイノ臨舌者で桃成されている。

四つの言語地域

へルキー連邦は言語政策において属相性（terrltnrlarlte）の原則を採用し
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ヘルキーにおける寓語m題の脛史的苦張とヘルキーのフラノス語の特徴（倒

ており、四つの言日出他矧こ分かれている口そのうち一つの地域では一言語†義

を実施しているUワロンl他地域は那「抽トイツL・吾地域の除き、フラノス語地

域である0フラマン自治地域はオランク諷山域であり、ワロン地域のリエーノユ

県の9つのコミューンはトイソ語地域であるu rl郁プリュソセル地域は、フラ

ンス語とオランク譜の‾二［L語地域である口J一一詳洲甜性、首都7リュソセル地

域の　言語公用語政策烏とは、ヘルキーを構射る一人口語胤刊が長い潮間に

わたり模索してきた「歴史的妥l乱の結果として′lまれたものである。

2　ベルギーのフランス語の特徴について

へルキーのプラ／ス鮎川、臓を・1で表すのに、ヘルノノスム（BelglC1Sme）

という］虻がよく仙われる〔〉ヘルノソスムとは、出払い′■声、形態と統語、語

彙と表現、なとにおけるフランスのフランス語と異なる、ヘルキーフランス語

の特徴を意l昧する。

ヘルキ【のフラノス訂‡言■用の約糾％がワロン地域に属住している。）ワロ／地

域はオイル措カけルマン語と最もノほに関わりあってきた地域である。そして、

約20％のフランス語話者が属住するプリュソセルは、201蝋己初頭までフラマン

語話省が人目の人、l′をr【－めていた都巾である。このようなことから、ヘルキー

のフランス語の特徴が、ワロン地域の講ノノ言と7ラマノ．語なとの基層語に密接

に関連しているということが分かる。そのようなことをふまえ、ここではヘル

キーのフラノス‖・中里性徴ぐヘルノンスムんp′押′SmP）について、芹龍と晋f圭一、

形態と統語、語根と顕現の■rl了から鏑里に述へていく0後述する様々な特徴は、

絶対的なものではなく傾向を小すものである。ヘルキーとバリの教義ある人の

発音がそれはと違わなかったり、ある長現がフラ／スの地域、もしくは一足の

社会階層のそれとIrl圧であることもある〔）また、他山こよ←〕て、それらの特徴

が猥厚であったり、あまり錮者でないこともある。．」き∴聖と話し言葉によっ

ても、特徴のあらわれかたが異なることはいうまでもない。



ヘルキーにおける言語間題の歴史的背景とヘルキーのフランス語の特徴（金）

1音韻と音声

フランス語のアクセントは、つの単語を単独で発音するときは単語の語末

音節に、そして、文Llりこおいては語群の最後の苦節に置かれる。ヘルギ‾のフ

ランス語〔FB〕ではフラマン語の影響を受け、アクセントがフランスのフラ

ンス語〔FF〕よりやや強く、そして語頭の舌節に置かれる傾向かある。口腔

母占「el、〔0」、〔拶〕と拉母苫〔巨〕、〔d〕、〔5〕、〔虎〕はアクセントの有無にか

かわらず、一般的に長く発音される。例えば、gJ～eesと亡ouとebわれCんedepeur

の文においては、標準フランス語ではpeurにアクセントが閃かれこの語たけ

が長く発点される。しかし、ヘルギーのフランス語では、わknC九eの〔6〕も

艮村名になる。このように、長く発音される母音、半母苗が多くあるため、ヘ

ルキーのフランス語がゆっくり問のびしているように聞こえる。また、調古に

際してフランスのフランス語に比へて筋肉緊張度が弱く、〔1〕、〔yl、〔u〕な

とのJこJ首がより開音になる。

a　母苗

－ヘルキーのフランス語（FB）の音韻体系には干母舌〔q〕が行√上せず、この

けは、ド寸肯の「W〕、もしくは母音の〔y〕と同じように発苫される。

FB FF FB FF

lull1wl」　　〔1甲〕　　　　nuage〔nya3〕〔nqa3〕

pulS〔pwl〕　〔pql〕　　　　tuer〔tye〕　〔tqe〕

－プラ／スのフランス語（FF）では、前方何昌の〔a〕と後力母告の〔〕は、

部の人（柑こパリの人）を除き、発音の違いがなくなり、patte〔pat〕とpate

〔pGtjを〔pat〕と発音する。ヘルギーのフランス語（FB）では、ワロン地域

の西部（トゥル不∵一・ムスクロン）を除き炊lト蓋古の〔0〕があまり広まってい

ないため、古色tlmbreではなく主に長さによってpatte〔pat〕とpate〔pat］

の区別をする。

FB FF

palrpal〕／pale〔pal〕　　　　　pal〔pal〕／pale〔pal〕

1一・



ヘルキーにおける言語問題〕歴史的千月とヘルキーのフラ／ス語の特徴（余）

mal〔mall／ma1e〔mall maHmal〕／malerma】〕

－広い〔Elと狭い〔e」の違いが安定しているロフランスのフランス語では、

特に民衆的発音において、PlquetLplkビ〕とplque〔plkelojI刈りか脚庸なり、

とちらも〔plke〕と発音する傾向かある。しかし、ヘルトのフランス語では、

広いeと狭いeをはっきりとト胡rJL、PlquOt〔Ⅰ一IkE」とplqu6Lplke〕と発肯さ

れる。

FB FF

eteLeteJ／eLalt〔ete〕　　　　6te〔etE〕／etalt〔。te〕

t61ephone〔telef〇m〕　　　　　t616fono「telef5n〕

」フラノスのフランス語では「〇〕としn）の違いかなくなる傾向にあるか、ヘ

ルギーのフランス語ではこの違いはとの仙掛こおいてもノ安定している。

SOle〔S〇11／saule「sol」，SOt〔S〇〕／seau〔so〕，rOSSerfosl／rausseLlos〕

‾母音の長さによ一）て同音語の紺を剛lける。

FB FF

aml〔aml〕／amleraml〕　　　aml〔aml〕／aml（－〔amll

hout〔u〕／houe〔u〕　　　　hout〔u〕／houcLu〕

Perdu〔perdy〕／peIdue〔perdy〕perdll〔pordyl／peldueLpeldy〕

metrc「mEtrl／maitre〔meLrl metr・C〔metr7／mnitrc〔mctlJ

一鼻母音〔巨1と〔丘1の超いが安定しているnフラン∵スC。フラノス語ではこの

違いがなくなり［圧ように発けする傾向がある。

FB brln〔bl査〕／brun〔br壷〕　Fl√　一Jnn〔br∈」／brun〔bl巨〕

－ワロン地域の東部地力では⊥㈲二川と樟川音の違いが不安定である。そのた

め、同洋語の組となる語緑クループは長さによりノニ「味の違いを表す。

bon〔bol／beatl「t）ql palnLPE1／pa】ⅩrpE〕
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ヘルギ一における舌瀞問題の腔史的哲員とヘルギーの7ラ／ス・語〕特徴（令）

b．「省

一語末もしくは苦節の最後の有声子音が無声化する傾向が虜る0この時、無畔

子吉となる子昌の前にある鵬が良く発音されることにより、巨古語の組が発

／tするのを避ける。

vlte「Vlt〕／vlde〔vlt〕　　　　bae〔bak〕／bague〔bakl

bref〔bREf〕／br的e〔bREH vISSe〔vIS〕／vISe〔vIS〕

bouche〔buJ〕／bouge〔buJ〕　　douce〔dus〕／douzc〔dus」

一一郡の地域では、主に什配の人々によって、語頭に付剛する百舌のhが発

召される。

h6tre〔he佃／6tre〔etr〕　　　halne〔hen〕／alneLen〕

2　形態と統語

ヘルキーのフランス語は、兆同語（ワロン語やフラマン語）の影響をう′卦ナ

て、形態および統語の面でフランンス言告の規梅と異なる例が多くみられる0

－イ・川棚‡容詞の位間

フラノス語の規範では、ィ、川口形容詞は実詞の後に付くのか朝般的である0　し

かし、ヘルキーのフランス語では、尖詞の前に付く例が多くみられる○　これは

おそらくワロンカ［（フラマン語）の髭轡だと思われる。フランスにおいても

」ヒ桃や東部なとケルマ／語地域と隣接する地域では、付加形容詞が実師）前に

ィ、jく例が少なくない。

Flう　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ√F

unepropreculotte urleCulottepTQPre

dusαわ11n耶　　　　　　　　　rlullng…α∠p

uneblαnChechauE，Sure unCChaussureblanche

unn0げOngle uIlOngle・托Cけr



ヘルギ一における言言椚題の脛史的背景とヘルキ【のフラノス語の特徴（金）

一前置詞の用法

a

FB

aller（はmede〔－ln

Ilportesonl、1】sdbras

COmpOte（ZmpOmmCS

mettredI）1ace

CauSCraquelquun

apr色s

FB

llyadelabouc叩reSVnh1eIlnbe

ElleessuleSOSmalnSaPrか1■essule

llabuuneplntJe叩re．S

avant

Tumarches“ノα作とmol（FR）

danS，SOuS，Sur

FB

Onsepromene血mlesolell

Qu’esL－ee（iueLu鮎川k那teSP1edsワ

dlXdegressouszerLO

IIs’est faehe鼠UrmOl

de

FB

mlevlentdepled

JenePeuXpaSSOItlrdem；lmer・e

Ilalmedesnpromnnel

FIll

a11er（・he21emedeeln

Ilportesonf11srわれSSeSbras

COmI〕Otedel）OmmeS

mettreenplace

rHuSer（エUeCquelquun

FF

IlyadelaboueHUJl▼OtIlellnbe

ElleessuleSeSmalnSα（作りgr）1’essulermaln

Ilabuul－VenedcblereenPlus

TumarehesdeuaTltmOl（TllF）

FF

Ons（、Ⅰ）rOmnne（ZUSO】e11

Quref，t－CequFLtuilSbLespleds？

dlXdlgl・由αu－des501措dezero

IIs’estfarhp肌だCmOI

FF

EllevlentaPled

JcnepetlXpaSSOrtlIdm〟占edemamere

llalmeSePlOmener・（l拍帯．．。はい

7し）



ヘルキーにおける．「語問題の歴史的背Rとヘルキーの7ラ／ス語の特徴（金）

pOur

FB FF

CestyloestbonpourJeter Cestyloestbona］eter

IIcstendeullpoLLrSOnpere Ilestendeulldesonperc

接続法か両説汰になる傾向がある〔〕

tJcnepeuxpaslulrePOndreblenqueJelesa乙S（sache）

NolユSSOmmeSCOntentSquCVOuSaUeZ（ayez）reussIVOtreeXamen

一形祐司de＋lnfが形箱司que＋従属文になる。

JesulSCOntenい押りbEp〟とbェder（FB）

，TesulSrLOntentdet’auo乙raLdb（FF）

一近接未来（aller＋lnr）を表すのに助動吉日はしてvoulolrを用いる。これは

他のロマンス語いレーマニア語）や、プラ／ス言吾の万言においてもみられる0

．JelノeZJエaChetercellVredemaln（FB）

．Jc L，aLSa（、hetercellVredemaln（FF）

－SaVOlrとpouvolrの用法

フラノスのフラノス語ではsaovlrは知識や能力、pOuVOlrは能力、許ロ丁、

l－J能性なとをよすのに用いられる。ヘルギーのフランス語ではsavolrを許可

を表すのに用いることがある。おそらく、フラマン語の影響によるものであるo

Est－eequeJeSaLS（peux）mlenallcr？

tTcnesaLS（pcux）pasportercebagage

Cemeublene～aTLra（pourra）pascntrerdanscettepleee

Sl＋半過よの構文がSl＋条イ′rr去となる

SIJIauraLS（avalS）del■argpnLetdutemps，JepartlralSVOlontlerSpOurla

France
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ヘルギーにおける言語問題の歴史的背景とベルギーのフランス語の特徴（金）

一半過去形の乱用

QuPest－eequ1111uljallalt（faudralt）alapetltedame？

Tol，tuetaLS（scralS）legendarmeetmollev。leur．

Sansla presence d’esprlt du mecanlClen，1e traln dbraLlla乙と（auralt

derallle）

一接朗辞

動詞の意味を強調するため接頭辞をィ、川Ilする。

FB FF

Souleverunll如re leverunll的Ie

decouperunllVre couperunllVr・e

フリ〇・ツセルのフランス語話者は、基層語であるフラマン語の接頭辞uerを

動詞（もしくは他の品詞）に付ける傾向がある。

例・OublleI－UerOubller eXpllquer－UeTVXPllquer

3　語彙と表現

ベルキ【のフランス語にはフランスのフランス語では古語（ar。h。lSm。）と

見なされ、すでに使われなくなった語彙1表現や、ヘルキーのおかれた歴史的

背景や政治社会状況なとを反映する特有の語（法）が行存する。

一古語、古風な表現（archalSme）

SOlXante－dlX（70）・quatre－Vlngt（80），quatre－Vlngt－dlX（90）はヘルキー（ス

イス、カナダ）では、それぞれseptante，Oetante，nOnanteとなる。これら

の表現はアンシャン・レゾームトのフランスでも一部の地域で使われていた。

ヘルギLのフランス語では　食の食事を表す言葉はd昌Jeuner（朝食）、diner

（昼食）、SOuper（夕釦である0この表現は19世紀初頭までは、フランスで広

く通用していたが、現在ではそれぞれpetltdeJeuner，deJeuner，dinerとなる。

lndaguer（尋問する0孟査する），lnStlguer（局動する、駆り立てる）cllgnOteur

（ウィンカ【）・mOll的（ひもで結ぶ短靴），tallleuse摘級婦人服飾店の縫子）

はフランスではすでに古語となり、それぞれ、menerunelnVeStZgatlOn

－81－－



ヘルキーにおける言語問題の歴史的背崩とヘルギーのフランス語の特徴（金）

（enquete），1nClter，ellgnOtant，rlChelleu，eOuturlereに置き換えられている0

－造語

造語によりフランスのフランス語と異なるものとして、次のような語根があ

る。

郊外に住み都市の中心部に職場を持つ人を指す言葉として、フランスでは

banlleu（郊外）から派生したbanlleuSardが逼られた。一方、ヘルキーのフ

ランス語ではnavette（二つの拠点を結ぶハス、電車なとの交通手段）から派

生したnavetteurという言葉が生まれた。amltleuX，talSeuX，entlereteはヘ

ルキー特有の語彙で、フランスのフランス語affectueux，taClturne，tOtallt昌

と同義語である。前者は一般庶民の使う言柴を基にした造語で、後者はラテン

語の学問用語からの派生語である。

一教育、行政、政治分野の語彙

へルキー特有の教育、行政、政治制度の反映する語彙、表現が数多くある。

a　教育分野

calepln．CarnaSSlere，mallette（cartable），

athenee（1ycee），humanlte（ecoleseeondalre）

elocutlOn（expos60rale），bolque（perlOded16dudeslntenSeS）

college（collegecathollque），regent（agregedel■enselgnementSeCOndalre），

kot（logemendretudlant），audltOlre（salledeeours），

rentrbeacademlque〔rentr6eunlVerSltalre）

professeurordlnalre（professeurtltularLISe），

professeurextraordlnalre（professeurnontltularlS昌）

b　行政・政治分野

如Zmgueはフランスでは甲に「▲一声．．吾」を表すが、ヘルキーでは多くの場合、

特殊な言語状況を反映して「フランス言吾とオラ／ダ言吾の二言語」を意味する。

commu乃α〟とαrエSerは名詞COmmunαU亡きから派生した動詞で、フランスのフラ

ー82－



ヘルギ一における言語問題の椎史的曹最とヘルギーのフランス語の特徴（金）

ノス釦こは／／在しない語彙である。ヘルキーか　っの［語矧U】体に分割された

蜘こ造られた∪葉であるLJ COmm昆乃eαルC乙J止白（特別保護借間コミューン）、

ノ泡の乙mgα打と（フラマン過激二i義満）、u一品加即血（ワロン過激主義者）なとも

へルキーの特殊的政治状況かぺ′lまれた言葉である。それ以外に、ecんeum

（Conselller・munlClpal），m耶eur，mα皿r（malre），甜壷郡（lmp机s sur

l’aleool），d自CLLmlLl〔S6palatlUIlflSCaledesrevenusdesepoux）なと行政、政

治分野の用語には多くのへルノンスムがある。

－ヘルキー特在の］い出し

FB FF

attendrefamllle（妊娠している）　　　　　　etneenCelnte

eherchermlSere良quelquPun（人にR叫をふっかける）cherchernoISeaquelqulun

nepouvolrmal（心配無用）　　　　　　　（llnlya）pasdedanger

tlrerSOnplan（難局を切り抜ける）　　　　　setlrerdPaffalre

tomberfalble（気を失う）　　　　　　　　　　sevanoulr

Iln’yapasdlavanceaCela（lul和辻にも封こない）　cclanesertarlen

一倍川語

ワロン地域のオイル語詔方言からの供用と外国語からの借用かある。オイル

講話万言（l‾にワロノ方言）からの借用語で比較的よく使われる語最には次の

ようなものかあるく〕

CocaLlle（obJeLsansvaleul）　　cumLLleL（eulbute）

ftatte（bousodevache）　　　　ga5SeLLe（chaussonauxpommes）

raLLletle（petltSupplcmcLnt）

ケルマノ語からの借日も多いが、その中でヘルキ【のフランス語にもっとも

多くの語緑を提倶したのはフラマノ語である日加九四汀（brlller），drmgueJJe

（pourl）01re），boe扉／P鮎guln）はそれぞれ、フラマン語のむ～ェ乃んem一dr托ge揖一

boonからの借mである。brol（desordre，lebut），br〔Pbeler（begayel），

、・



ヘルキーにおける音譜問題の歴史的背景とヘルギーのフランス語の特徴（金）

suhheler（pauvre type），ZLuanZeT・（humour，blague），dreue（une avenue

planteed’arbres），hermesse（fetepopulalre），TTunqLle（halleauxpoISSOnS），

bourgmpS亡re（malre）なとも日常生活でよくつかう7ラマノ語からの惜用語

である。

借爪には語′冠を直接供用する場合と、言い「‖1しの翻訳借用という形をとる場

合がある。次にあけるのは翻訳借用した言い回し、表現である。

auotrru昭aUeCquelqLL’un（avolrdesennulSaVeCquelquPun）

カェrpdeぶ0花neZ（ralredesembarras）

ne pas sαUOlr de chemln aUeC quelqu’un（ne pas savolr COmment S’y

prendreavecquelqu■un）

tenLrlejDLLaUeCquelqu’un（sepayerlateteaveequelqu’un）

以lでみたように、ヘルキーのフランス語の特徴はヘルキーがおかれた聡史、

政治、地和、文化なと、様々な要関によって形成された。ヘルキーのフランス

語とフラ／スのフランス語の違いは、フランス人とヘルキー人の′仁・：志疎通を人

きく妨ける程のものではない。それにもかかわらず、一部のベルギー人たちは

ハ　のフランス語を「規範」とみなし、自分連は「JLい、フランス語」を使っ

ていないのではという「言語不安定」Jr乙nSとcur乙亡とgmgMS的〟官に陥ることが

ある。フランスのフランス言台に対するある種の三言吾コンプレソクスである。し

かし、ヘルン／こノスムわeggェCはmeはヘルキーのフランス語の特徴をよすもので

あって、その「言語的劣等件1を意味するものではない。言語の多様性は文化

の多様性に結びつく。したがって、ヘルンシスムはプラ／ス語をさらに豊かな

口。吾にするものと捉えるへきであろう。

終　わ　り　に

ヘルキーにおいて少数派のこ語であるフランス語は、長い期間にわたって1二

流階級の言語として君臨し、その優位が揺るきないものであった。フランス語

は、フランス語話者が、政治、経済、文化なとの分野で、l′1らの支配的地位を

→・



ヘルキーにおける云珊餌）脛史的閂罠とヘルキーのフランス日の特徴（金）

維持するための重要な丁段であ1た07ラマノ語は燻準語化が遅れたため、人

多数の什民の言語であるにもかかわらず、「劣等・凪のイ、、・用レソテルをは

られ、その話者は「等市民」の他仙こ廿んLなければなレノなかった。したがっ

て、フラマン人にとって言珊問題は民族アイデンティティの問題であると共に、

政治的権利独得の問題と密接に関連してきた。建国以来、ヘルキーは言語問題

を解決するため様々な試みを行い、揖終的には単【家から連邦L喉へ再編す

ることを選択した0ヘルキーは一地域　古語の馴別に基づく言語政策を実施し

ている0しかし、「ヨ一口ノ′ヾ三日吾銅」は、少数派の言語と文化を認めその

振興発展を奨励することを定めている〔）ヨ一口ノバ桜藍の他であるヘルトが、

その舌都として言語問題汀二とのように向き合っていくのか興味御「。
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